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～環境配慮重視の企業訪問～ イオンモール幕張新都心 
      埼玉県草加市 伊原 香奈子 

千葉市美浜区のＪＲ海浜幕張駅と新習志野の間あ

る全長 1.5 ㎞にも及ぶ、国内第３位の巨大ショッピ

ングセンター「イオンモール幕張新都心」。皆さんの

中には、すでに何回も足を運んだ方もいらっしゃる

のではないでしょうか？ 

イオン(株)といえば、環境配慮型の企業として大変

有名です。そのグループ会社であるイオンモール

(株)も、実に様々な工夫がなされていました。 

館内のＬＥＤ照明、太陽光発電、雨水や排水の有効

利用、電気自動車用充電サービス、壁面緑化などは、

すでに当たり前のように設置されていました。ごみ

の分別も 11種類以上に細かく分類され、それぞれの

業者がリサイクル品として引き取っていく流れもし

っかり整っていました(リサイクル率 80％)。 

360 店舗もの専門店が入っているイオンモールで、

大勢の従業員に、ごみの分別を周知徹底させるのは、

とても大変なことですが、ここでは、新人研修などで、

徹底した分別研修が行われているそうです。また、店

舗ごとに毎回ゴミの計量がしっかり行われ、きちん

と分けられていないと指導し直したりすることもあ

るそうです。 

大量のゴミが集まってくるバックヤードでは、指導

員が常時配置されていて、従業員が安全に分別でき

るよう、また、きちんと仕分けられているか、目を配

っていました。リサイクルスペースでは、品ごとに大

きな表示とカートが置かれ、仕分けやすくなってお

り、英語、韓国語などでも記されていて、外国人従業

員への配慮も感じました。また、ごみや油かすなどは、

冷房付きの換気室で管理され、悪臭の出ない工夫が

されていました(写真１)。 

イオンモールの店内でも、来店時に気軽にリサイク

ルに協力できる工夫がされていました。ペットボト

ル(5 本)や牛乳パック(10 枚)、古紙(１㎏)などを持

ち込めば、量に応じてポイントが付き、お店のお買い

物時にお金の代わりとして使うこともできるのです。

グランドモールとファミリーモールの１階に設置さ

れているので、皆さんも、家庭で集めた資源を持ち込

んで、楽しくリサイクル参加してはいかがでしょう。 

他にも、発泡スチロールやペットボトルのふたの回

収、期間限定ですが、古着のリサイクル(ポイント付

き)にも取り組んでいるようです。日常生活で使い終

わったものを、資源として活かしていける循環の輪

を、企業が工夫を凝らして後押ししてくれているこ

とを、大変嬉しく思いました(写真２)。 

これほどの大型商業施設で、徹底分別のリサイクル

に取り組んだり、ＬＥＥＤ認証（建築物の環境性能を

評価する認証制度）を取得したり、環境に配慮したオ

プションを付けることは、当然多額のコストもかか

ってきます。しかし、たとえ費用がかさんでも、それ

らをきちんと配備し、データー化して「これだけのこ

とをやっています」とアピールしていかないと、今や、

なかなか評価されない時代になってきているようで

す。たくさんの多角的な取り組みを試みることで、日

本のみならず、海外からも評価されながら、さらなる

高みを目指していく…。そんな企業姿勢を強く感じ

ました。 

特定非営利活動法人 

写真１．生ごみは家畜の飼料、油かすは肥料にリサイクル 

写真２．リサイクルステーション 

http://www.ceic.info/


新浜（しんはま）の話 ６ 「探鳥会で」 
千葉県野鳥の会 市川市 蓮尾 純子 

1964年 6月、宮内庁新浜鴨場のサギのコロニー見

学会で、忘れ得ぬ鳥との衝撃的な出会いをした後、

日本野鳥の会東京支部に入会した私は、あちこちの

探鳥会に参加させていただきました。母が津田沼に

あった国鉄（現在のＪＲ）の診療所 の医師をして

いた関係で、交通費が家族割引でとても安く済んだ

ことも、せっせと出かけられたことにつながってい

たのでしょう。同じく熱心に探鳥会に通って いた

当時高校生の木藤（現四宮）楡里、楡里ちゃんの後

輩の北元（現鈴木）裕子 とは、生涯の親友になっ

ています。 

探鳥会では、年齢や立場による区別はいっさいあ

りませんでした。大ベテランの高野伸二さんをはじ

め、川田潤さん、清水徹男さん、引藤百合太郎さ

ん、土川平次郎さん、山崎喜美子さん、西崎敏男さ

んといった両親や学校の先生方くらいか、もっと年

長の方々が、私たちのような初心者の高校生を対等

に扱ってくださったのです。鳥の魅力はもちろんで

すが、こうした探鳥会の雰囲気も、鳥にのめりこん

だ理由と思います。 

手賀沼に行った時のこと。高野伸二さんが常磐線

の北小金の駅を出たあたりで、「ほら、あそこの田

んぼで、ケリが巣を作ったんだよ」と教えてくださ

いました。ケリは愛知県以西ではふつうに繁殖して

いますが、関東での巣作りは稀です。今はぜんぶが

住宅地ですが、当時は斜面と谷津田がひろがってい

ました。北小金を通るたびに、その時のことを思い

出します。 

楡里ちゃんは、お父様の木藤幸雄さんといっしょ

に探鳥会に来ておられました。後に東京支部の支部

長をされた方ですが、印刷会社を経営されていて、

新浜を守る会時代にもいろいろとお世話になりまし

た。明治神宮、高尾山、多磨霊園、多摩川、上総一

ノ宮、酒匂川、東京湾横断フェリー等々。日帰り探

鳥会だけでなく、三宅島や軽井沢、伊豆沼といった

泊りがけのものもありました。 

ひと足先に大学受験を控えた楡里ちゃんにかわっ

て、裕子さんが相棒。ふたりが「親分」として慕っ

ていたのは、保育園の先生だった竹下（現柳澤）か

ほるさん。最近何年か、裕子さんが中心となった植

物班の指導者としてご自宅の入間市から行徳に通っ

ておられます。 

熱心に探鳥会に出ているうちに、新浜に通って鳥

の数をかぞえていた若手社会人の方々のお仲間に、

みそっかすとして入れていただくようになりまし

た。 

柳澤紀夫・広居忠量・故熱海浩・宇山大樹・今野

紀昭といった中心メンバーが、シギ・チドリの識別

方法を駆使して、毎週から隔週の日曜ごとに、３コ

ースにわかれて新浜全域のシギ・チドリを中心に数

をかぞえておられました。数百羽どころか、時には

千羽をこすようなシギ・チドリの群れを、種類を見

分けながら端から数えて行くのはたいへんなことで

す。それでも、ひよっこの私たちも、声に出して言

われた種類と数を記録して行くことはで  

きます。識別の鬼のような先輩方にしごき抜かれ

たおかげで、今でも鳥を見ればともかく数をかぞえ

るというのが習い性になりました。 

３つのコースとは、本八幡駅からバスで行徳橋南

詰に出て、江戸川放水路から丸浜養魚場までの放水

路コース、新小岩駅からバスで浦安橋東詰に出て、

境川から埋立地をまわり、丸浜養魚場に出る囲みコ

ース、同じく浦安橋東詰から、境川（または江戸川

本流沿い）と浦安の埋立地（通称「新大陸」）をま

わる本流コースです。おおむねさいごは丸浜養魚場

で集まり、本八幡駅前にあった不二家さんに寄っ

て、その日の集計をすることが多かったと思いま

す。 

  

 

三泊四日の台湾の旅報告 ３「台湾で出会った鳥」後編 

大網白里市 平沼 勝男 

チョウの捕獲は得意です。日頃から谷津田で捕虫

網を使っていますから。気温が低くあまりチョウが

飛ばなかった初日でさえ短時間で多くのチョウを捕

獲して周囲の人を驚かせました。さっさとチョウに

マーキングをして、私は鳥の撮影に専念することに

しました。チョウを捕獲している最中に、ちょくちょ

く上空に現れる猛禽類に気が気でなかったからです。

皆から少し離れて三脚をセット。数分で猛禽があら

われました。カンムリワシです。 

日本では沖縄地方の南部の島々でしか見ることが

できない鳥です。私にとって憧れの鳥です。この鳥を

見るためにわざわざ台湾へ来たと言っても過言では

ありません。撮影成功。見慣れぬ小型の猛禽類が突如

現れました。大きさからしてハイタカと思いました。

オウチュウ(左)とシロガシラ(右) 



しかし尾羽の付け根の両脇に何やら白い羽毛のよう

なものが付いています。後で調べたら日本にはいな

い鳥で、Accpiter trivirgatusのようです。和名は

ないようです。 

東南アジアからインドにかけて生息している小型

の猛禽類でした。やはりハイタカの仲間です。他にも、

撮影した写真から日本に帰った後に気が付いたのが

ハチクマとい

う猛禽類でし

た。撮影時はカ

ンムリワシだ

と思っていま

した。この鳥は

その名の通り

ハチの巣を襲

ってハチの幼

虫を食べる独特の生態を持つ鳥です。日本には夏鳥

として現れます。これも始めて見ることができまし

た。 

トビも現われました。これも猛禽類です。というこ

とで、じつに今回の台湾滞在中に 5 種類の猛禽類の

撮影に成功しました。出発前はカンムリワシの撮影

ができれば良い程度で思っていたので大収穫でした。

猛禽類の他にも台湾ならではの美しい鳥を見ること

ができました。宿の近くの森を始め至るところで出

会えたこれらの鳥は日本では見られないものばかり

で、鳥好きの私を大いに楽しませてくれました。 

種類の豊富さ、それぞれの鳥の美しさ、華麗な鳴き

声、どれも新鮮な驚きがあり、興味が尽きませんでし

た。（これらの写真は網代春男氏の撮影したものをお

借りしました。） 

－小林村の惨劇－ 

地元の人から、ここから小林村は近いです、という

話を何度か聞きました。初めは何のことかわからな

かったのですが、大雨のせいで巨大な崖崩れを起こ

し、麓の村のすべて飲み込んでしまったというので

す。確かに何年か前のニュースが頭をよぎりました、

記憶では台湾であったことも忘れていました。 

この原稿を書くにあたり、そのことも載せたいと

思い調べてみました。クマタカを撮影した多能村。

荒々しい渓谷でした。山は険峻で谷は深い。スケール

が大きく迫力がありました。ここから北へ直進する

こと約 50㎞、かつて小林村（行政上は小林里）があ

りました。写真で見る限りでは景観は多納の渓谷と

よく似ています。 

2009 年８月、台風８号が台湾南部を襲い次々と記

録的な豪雨を各地に降らせました。小林村では 6 日

間で総雨量 3000ｍｍを超えたそうです。そして幅 800

メートルにわたり地下の岩盤から崩れる巨大崖崩れ

が発生、これを深層崩壊と呼ぶそうです。その莫大な

量の土砂は一気に麓の小林村を襲い、村ごと地の底

に埋めてしまいました。400名以上の命が奪われまし

た。今でも犠牲者は掘り出すこともできず、地下に眠

っています。 

最近日本でも毎年集中豪雨が発生し、各地に被害

を持たらしています。雨量が 2000ミリを超えると日

本でも深層崩壊の発生の可能性があるそうです。海

水温が高くなり集中豪雨が発生しやすいと言われる

昨今。小林村のこの惨劇は他人事ではありません。 

 

フィールドワーク「新浜湖のベントス調査」報告 
八千代市 福士 融 

2018 年５月 27 日、淡水から汽水そして海水環境が

再生されている行徳鳥獣保護区内の新浜湖を会場に

した干潟生物調査の研修会で、千葉西高校のサイエ

ンス同好会の生徒さん（5 人）や千葉高の卒業生（海

洋大在学）も参加しました。行徳野鳥観察舎友の会主

催のフィールドミュージアム「干潟生物調査」との合

同開催のため親子連れの参加者も多く、講師の風呂

田氏が子供たちにも楽しく分かりやすい解説をされ

ていました。普段あまり干潟の生物に触れる機会の

少ない会員の参加者にとっても内容の濃い研修会に

なったと思います。 

まず友の会（野長瀬氏）が埋め立て前の東京湾奥や

行徳鳥獣保護区と新浜湖の成り立ちなど写真パネル

を使って解説、調査用の道具（シャベル，ざる，不織

布の袋など）が配られて保護区内に移動。保護区に入

ったとたんにトビハゼが跳ね、カワアイ（巻貝）とヤ

マトオサガニがびっしりの水辺を眺め、クロベンケ

イガニがごそごそ動き、ハゼの仲間が素早く身を隠

す流水をまたぎながら奥の調査地に向かいました。 

ハチクマ 

干潟を掘ってベントス調査 



調査地（干潟）はヨシ原から水辺までかなり泥っぽく、最初は各自海の

生き物探しです。コメツキガニやオキシジミなど採集生物をどんどん不織

布の袋の中にため込みます。不織布の袋は水にぬらすと湿った環境が長く

維持され、生き物にやさしいのだそうで、田中正彦さんが捕獲したトビハ

ゼも時々袋を海水に浸す程度で午後まで元気でした。 

生き物探しが一段落したころ、砂泥中の生き物を定量的に調査するため

の枠取り作業です。毎回ほぼ同じ場所を調査するようにあらかじめヨシ原

から水辺まで 5 か所のラインが決められており、そのラインに沿って起点

（ヨシ原内の杭）から海水中まで 5 メートルごとに 25 ㎝四方の枠を設け

て各々約 10 ㎝の深さまで砂泥を掬い取り、細かなメッシュ（1mm×

1mm？）の袋に入れて、海水中で砂泥をふるって持ち帰ります。砂泥中に

カキ殻があったりして砂泥掘りは重労働ですが、講師の風呂田氏ご本人が

奮闘されていました。 

午前の部はここまでで、観察舎のあるところまで戻り、午後の部は皆が

集めてきた生き物の集計です。貝やその他のベントスについて一種ずつ風

呂田氏が種名を確認してその種の特性など解説を加えます。トビハゼやボ

ラなど魚については田中正彦さんの出番です。元気なトビハゼのお腹を観

察するのは難しいため、トビハゼに麻酔をかけてオスとメスの見分け方

（泌尿生殖突起の先端が雌は平

らで、雄はとがっている）を伝授

してくれました。 

集計で特徴的なのはどの種が

何匹集まったかだけではなく、参

加者のうち何人が現地で確認し

ているか手を挙げてもらって調

べます。その両方の数字から生息

数を推計するのだそうです。 

というわけで確認されたベン

トスや魚類は以下の通りです。 

クロベンケイガニ，コメツキガニ，チゴガニ，アシハラガニ，チチュウカ

イミドリガニ，マメコブシガニ，ユビナガスジエビ，ハサミシャコエビ，

アナジャコ，ヨコエビの一種，タテジマフジツボ，オキシジミ，アサリ，

マガキ，ヒメコザラ，ウネナシトマヤガイ，カワアイ，ホソウミニナ，ア

ラムシロ，タマキビガイ，チロリゴカイ，ミズヒキゴカイ，ヒラムシ，ト

ビハゼ，マハゼ，チチブ，ボラ，ニクハゼ，ニホンウナギ 

番外として海藻のオゴノリもほぼ全員が確認していましたが、子供たち

を含めて大勢の目があると想像以上に色々な種が見つかってすごいと感

じました。 

枠取りした砂泥中の生物のソーティング作業がまだ残っていますが、こ

こまで集計されたところでフィールドワークは一旦終了です。ソーティン

グ作業はスタッフや有志が残ってやるとのことですが、我々もここで解散

しました。暑い 1 日で講師の風呂田氏始め参加者の皆さんお疲れさまでし

た。 

 

 

 

 

 あなたも入会しませんか        キリトリセン 

住所〒                    生年月日     年  月  日 

ふりがな

氏名                   男  女  Tel          

E-mail                        Fax          

【発送お手伝いのお願い】ニュースレター201８年 ８月号（第２５３号）の発送を ８月 ６日（月）１0時

から事務所にておこないます。発送のお手伝いをしてくださる方を募集しています。よろしくお願い致します。 

編集後記：事業活動を通して環境保全に貢献してい

るパタゴニアが主催する、草の根活動家のための

ツール会議に参加した。今回は特に「気候変動」に

テーマを絞って、ソーラーシェエアリングや市民発電

所などの再エネと石炭火力発電所問題で活動する

仲間の交流だった。投資家への手紙など、効果的

な戦略へのヒントをいただいた。 mud-skipper♀ 

ＮＰＯ法人ちば環境情報センターのニュースレターとイベント情報は、古紙１００％のαエコペーパーを使用しています。  

 

参加者一同 


